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換気の状態を、数値で検証 

   【 三密対策！CO2濃度測定 】実施 

 

キスケ株式会社（愛媛県松山市）は、CO2 濃度を測定できる IoT センサーを活用し、施設内環境をモニタリングする実証実験

を全 4 店舗で実施しました。こちらのサービスは、愛媛デジタルデータソリューション協会が株式会社ルグランと共同で立ち上げ

た「 seeO2now（シーオーツーナウ） 」を使用し、行いました。 

「 seeO2now 」で二酸化炭素能動を測定することで、室内の換気状況を可視化することができます。今まで、新型コロナウイ

ルスの感染拡大防止策として “三密” を回避する行動が重視されていましたが、換気の状態を目視で確認することが困難でした。

キスケグループでは全店舗で換気や空気の入れ替えを徹底しており、今回の実証検証では基準値である 1,000ppm を下回る結果

となったことから、お客様に安心・安全の環境であることを数字で伝えられるようになりました。実際に、愛媛大学農学部の石坂

教授から、エアコンの使い方や空気循環の方法もアドバイスをいただいたので今後の営業に取り入れてまいります。 

詳細情報 

場所 ： スーパーキスケ PAO ／ 伊予の湯治場 喜助の湯 ／ KIT ／ KIT PLAY 

日時 ： 2020 年 11 月からセンサー設置 

協力 ：  愛媛デジタルデータソリューション協会  

└ ホームページ https://edsa.jp/ 

 

【本リリースに関するお問い合わせ先】 

〒790-0066 愛媛県松山市宮田町 4 番地 キスケ BOX 2F 

TEL 089-921-0133 FAX 089-921-0135  

お問い合わせ  /  月～金 9:00～18:00 

キスケ株式会社 広報担当 川又 万友（かわまた まゆ）  


